
江別まち検定試験　　第 6回　　江別まち検定試験　　第 6回　　上級編級編

問　題　用　紙問　題　用　紙

（制限時間　60 分）（制限時間　60 分）

平成 28 年 11 月 27 日平成 28 年 11 月 27 日

注意事項

1.　答案用紙の記入にあたっては、HB 又は Bの黒鉛筆を使用すること。

2.　回答はすべて解答用紙に記入すること。

3.　解答用紙の記入方法は、正しいと思われる○数字を塗りつぶすこと。

　　正解　　①　→　●

4.　間違った場合は、消しゴムできれいに消すか、消えない場合×印を入れること。

       正解が判別できない場合は不正解とします。

　　 　訂正　→　 　or　

5.　受験番号と氏名の記入をお願いします。

主　催

NPO 法人えべつ協働ねっとわーく

‐1‐

×

受験番号

氏　　名
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問 1.　①江別　　　　　　②山鼻　　　　　③手宮　　　　　　④琴似

問 2.　①篠津　　　　　  ②千歳　　　　  ③早苗別　　　  　④世田豊平

問 3.　① 11　　　　　　 ② 21　　　　　 ③ 31　　　　　　 ④ 51

問 4.　①大麻 3遺跡　　　②吉井の沢 1遺跡　　③町村農場 1遺跡　　④大麻 6遺跡

問 5.　①郷土資料館　　　②水道庁舎　　③セラミックアートセンター　④江別第一小学校

　国の指定遺跡にもなっている江別古墳群は昭和 6年、（問 1） 小学校の教員であった

後藤寿一氏により調査されました。

　この遺跡の西方から流れてくる （問 2） 川は、この遺跡に突きあたり、石狩川に注ぎます。

昭和 55 年の建設に伴い調査された際には墳丘は消失していましたが、周溝からは （問 3） 基の

古墳の存在を確認、うち 2基からは墓壙も検出しています。

　後藤遺跡は「末期古墳」の仲間とも言われ、このタイプの古墳は北海道では 3例のみ発見

されています。現存しているのは後藤遺跡のみで、他には （問 4） にあった古墳と恵庭市の

茂漁古墳群です。

　この古墳の様子を復原したジオラマが（問 5） に展示されています。

次の文章の（　）（　）に入る解答を下記の問 1～問 5の選択肢からそれぞれ選んで下さい



問 6.　北海道電力火力発電所の建設に伴い、建設工事と戦いながら行った発掘調査は

　　　 通称何と呼ばれているでしょう。

①野幌夏の陣　　　②神社山冬の陣　　③坊主山冬の陣　　④飛鳥山夏の陣

問 7.　江別屯田と野幌屯田の境界は現在の何丁目を境にしているでしょう。

① 5 丁目　　　　　② 6 丁目　　　　　③ 7 丁目　　　　④  8 丁目

問 9.　次の野幌に関する事項で最も古いのはどれか。

①野幌駅開業　　　②北越殖民社野幌入植　③兵村共同販売所設置　④日露戦争出征

問 10.　写真の中で、第二小学校にある二宮金次郎像はどれでしょう。

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
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①町村敬貴　　　　②古田島薫平　　　③名越源五郎　　　④黒澤酉蔵

問 8.　江別で最初の名誉市民となった人物は誰か。



問 11.　①江別開基 100 年　　②北海道 100 年　　③終戦記念　　　④関矢孫左衛門死去

問 12.　①混交樹　　　　　②常緑広葉樹　　　③落葉広葉樹　　　④針葉樹

問 13.　①瑞穂口　　　　　②大沢口　　　　　③トド山口　　　　④登満別園地

問 14.　①開拓の村　　　　②森林の家　　　　③自然ふれあい交流館　　④自然観察体験館

問 15.　①瑞穂の池　　　　②松川の池　　　　③原の池　　　　　④萩野の池
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　江別・札幌・北広島の 3市にまたがる野幌森林公園は、大都市近郊ながら、まとまった面積の

森林が残され、さまざまな動植物を観察することが出来ます。

　この公園は 1968 年（昭和 43 年）に （問 11） を記念して道立自然公園に指定されました。

　野幌の森林は、自然林と （問 12） などを植栽した人工林からなっており、野幌原始林の部分は

公園には含まれません。

　（問 13） 付近にあるビジターセンターの （問 14） には専門の職員がおり、様々なイベントや

自然に関する情報、写真、研究結果などの展示も行っています。

　森林公園内には多くのため池が存在しますが、中でも最大のものは （問 15） です。水辺に

近寄る事は出来ませんが、コガモ、オシドリなど水鳥を観察することが出来ます。

次の文章の（　）（　）に入る解答を下記の問 11 ～問 15 の選択肢からそれぞれ選んで下さい



問 16.　永山武四郎が植樹した江別市の保存樹木にも指定されているイチイがある場所は

　　　　どこでしょう。

①野幌神社　　　　②文京台神社　　　　③越後神社　　　　④豊幌神社

問 17.　馬蹄沼や田井沼など三日月湖が随所に見られる川はどこでしょう。

①石狩川　　　　　②千歳川　　　　　　③夕張川　　　　　④世田豊平川

問 18.　マガモがほぼ 1年中見る事の出来る公園はどこでしょう。

①泉の沼公園　　　②大麻中央公園　　　③湯川公園　　　　④上江別公園

問 19.　「野幌森林公園を守る会」が 30 年間一斉調査を行っている動物は何でしょう。

①アライグマ　　　②エゾリス　　　　　③クマゲラ　　　　④ユキウサギ

問 20.　野幌の学名がついている植物は次のうちどれでしょう。

①ノッポロガンクビソウ　　　　　　②ノッポロハイイヌガヤ　　　　　　

③ノッポロエンレイソウ　　　　　　④ノッポロユキザサ
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次の文章の（  ）（  ）に入る解答を下記の問 21 ～問 25 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

　江別の工業団地は昭和 45 年に （問 21） で整備され 10 年後には 100 社を超える活況を示し、

江別で最も早く農地として開かれた （問 21） の土地は工業団地へと変貌しました。同時期には

（問 22） が王子製紙と合併し、古巣の王子へと戻りました。

　昭和 49 年には市内 12 の板金業者で発足した （問 23） 協業組合が簡易車庫でグッドデザインに

選定、今現在もヒット商品となっています。

　同じ 49 年は、江別の歴史ある企業である （問 24） が工場を千歳に移転した年でもありました。

　窯業に関して言えば、昭和 45 年 （問 25） が道内初の普通煉瓦用トンネル乾燥炉の運転を開始、

天日干しにより冬季に休業を強いられてきた業界に変革をもたらしました。
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問 21.　①上江別　　　　　　②中原　　　　　　③対雁　　 　　　④江別太

問 22.　①富士製紙　　　　　②北日本製紙　　　③日本製紙　     ④十条製紙

問 23.　①日江金属　　　　　②大江板金　　　　③軽自動車　　 　④カスケード

問 24.　①マルコメ　　　　　②福山醸造　　　　③岩田醸造　 　　④服部醸造

問 25.　①北海道農材工業　　②野幌煉瓦　　　　③肥田製陶　　　 ④米沢煉瓦



問 26.　次の農作物中で江別市で最も作付け面積の広いのはどれでしょう。（平成 26 年統計）

①小麦　　　　　　②水稲　　　　　　③ブロッコリー　　④たまねぎ

問 27. 次の中で江別市で栽培されていない米の品種はどれでしょう。（平成 26 年度統計）

①ななつぼし　　　②そらゆき　　　　③彩　　　　　　　④ゆめぴりか

問 29.　錦山天満宮境内にある北海道調理師会江別支部が建立した「包丁塚」は

　　　　次の写真のうちどれでしょう。

①　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　

③　　　　　　　　　　　　　　　　④

問 28.　明治 31 年（1898 年）、野幌地区で最初に創設された煉瓦工場は次のうちどれでしょう。

問 30.　江別市ガラス工芸館は故・石田惣喜知氏の元邸宅ですが、石田氏はどこの会社の社員

　　　 だったでしょう。

①肥田製陶　　　　②北海煉瓦　　　　　③野幌煉瓦　　　　④坪松煉瓦
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①北海道炭礦鉄道　②北海道窯業　　　③館脇煉瓦石工場　④丸二北海煉瓦



次の文章の（　）（　）に入る解答を下記の問 31 ～問 35 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

問 31.　①江別村設置　　　②江別市制施行　　 ③立花由松定住　　④対雁村設置

問 32.　①江別市民会館　  ②野幌公会堂　　　 ③高砂駅　        ④江別市民体育館

問 33.　①江別市民音頭　  ②江別小唄　　　   ③風はみどり　　  ④江別のうた

問 34.　①船村徹　　      ②万城目正　　　　 ③いずみたく　　  ④古賀政男

問 35.　①榎本公園　      ②湯川公園　　     ③泉の沼公園　    ④千古園
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　昭和 53 年、江別市は 100 周年記念事業を行いました。これは （問 31） から 100 年ということ

で実施され、記念式典のほか、（問 32） の建設、江別の音楽として ( 問 33) 作詞：山川啓介、

作曲：（問 34）、歌：デュークエイセスにより発表されました。　この曲は現在、江別市役所の

電話の保留音としても使用されています。

　他にタイムカプセルを埋没させ、これより 50 年後の平成 40 年に開封されます。

　また、記念公園の造成として （問 35） が年次計画により造成されています。



問 36.　江別市内の町の中で唯一住民がいない町名はどこでしょう。

①豊幌はみんぐ町　　②中島　　　　　③工栄町　  　　　④大川通

問 37.　江別市で発行している子育て情報誌は次のうちどれか。

①すくすく江別　　②あいあい江別　　③ホップステップえべつ　④ぽこあぽこ江別

問 39.　江別市における「協働のまちづくり」の基本理念で間違っているものはどれでしょう。

①安心して暮らせるまち　　　②活力のあるまち　　

③子育て応援のまち　　　　　④個々が活きるまち

問 38.　平成 3年に人口が 10 万人を達成した際、平成 16 年までに目標とする人口を

　　　　公表したが、想定した人口はどれか。

① 12 万人　    　② 15 万人　　　　　③ 20 万人　　　　④ 30 万人

問 40.　江別市が総合計画で定める未来戦略のうち間違っているものはどれでしょう。
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①「ともにつくる協働のまちづくり」

②「えべつの将来を創る産業活性化」

③「次世代に向けた住みよいえべつづくり」

④「観光都市に向けた魅力あるえべつづくり」



次の文章の（  ）（  ）に入る解答を下記の問 41 ～問 45 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

　国道 12 号線からグリーンモールに入ると左手にミニピラミッドがあります。これは （問 41）

の日にあたる 6 月 3日に建立されたものでエジプトの大ピラミッドを約 144 分の 1の縮尺で

作成されたものです。その先には野幌公民館があり、公民館正面玄関には北の若人と呼ばれる

（問 42） 枚の煉瓦板を組み合わせた版画があります。野幌公民館横には （問 43） 公園があり、

そこにある噴水は国土交通省の手作り郷土賞（ふるさとの （問 44））を受賞しています。

学園通りを渡ると江別市立第二中学校があり、その横には台石の前面に、明治 18 年と 19 年の

移住出身県とその戸数が刻まれた開村記念碑があり、開村記念碑の正面から向かって （問 45） に

野幌兵村 50 年記念事業として建立された開村 50 年碑があります。

問 41.　① 建国記念　　　②測量　　　   ③姉妹都市提携　　 ④江別村誕生

問 42.　① 2　　  　　　 ② 4　　 　　  ③ 6　　  　　　　 ④ 8

問 43.　①かわなか　　   ②やまなか　   ③さわやか　  　　 ④かろやか

問 44.　①光と影　    　 ②陽と星　     ③色と光　         ④水と色

問 45.　①頭上　  　　　 ②奥　　       ③左手　　         ④右手
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次の文章の（　）（　）に入る解答を下記の問 46 ～問 50 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

　錦山緑地内にはかつての第二中隊本部を復元した （問 46） 資料館があり、関係資料を展示

しています。この建物は、北海道開拓に大きな足跡を残す明治期の官庁機関として数少ない

貴重な建物です。昭和 33 年（1958 年）に （問 47） に指定されました。

　資料館すぐ横には （問 48） が建立されています。

　その先の江別市立第二小学校には、二宮金次郎像が開校 （問 49） 記念として建立されています。

校章は大正 15 年（1926 年）に制定され、模様の由来は、北海道の屯田兵が開拓した村を表し、

雪は北国、鍬は農、（問 50） は兵を表しています。

問 46.　①江別市屯田   　 ②野幌屯田　     ③北海道開拓　  ④野幌部落

問 47.　①近代化産業遺産　②国登録有形文化財　③北海道有形文化財　④北海道遺産

問 48.　①交通受難碑　　　②ポプラの詩　　 ③タイムベル    ④忠霊塔

問 49.　① 30 周年　　　　② 50 周年　　    ③ 80 周年　     ④ 100 周年

問 50.　①星　　　　      ②太陽　　  　　 ③月　　　 　　 ④はなまる
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